　　第４章　競技規定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１、基本原則

　　　　　　スポーツマン及びシーマンシップの精神を持合わせた上、琵琶湖ヨットマン同志の親睦と、ヨット技術の向上を目的として、本規定に従って競技参加しなければならない。

２、航路権　

　 ２－１　反対のタックの場合、スターボート艇に航路権あり

　 ２－２　同一タックでオーバーラップしている場合、風下艇に航路権あり。

  但し、後ろから風下２艇身以内にオーバーラップした場合は、プロパーコースより上を

帆走してはならない。
２－３　同一タックでオーバーラップでは無い場合、先行艇に航路権あり。

２－４　マーク回航では、２艇身ゾーンに到達した時点で、オーバーラップしておれば内側の艇に回航のルームを与えなければならない。

２－５　２－１～４にて、非権利艇に避けられない理由があればこの限りではない。　

　　　　　　（理由とは、避ける動作不能や､その方向に他艇や障害物が有り、即応出来ない場合等を言う）

２－６　航路権に関する違反は、７２０度回転にて違反解消とする。

３、マークと接触

３－１　マーク本体に接触した場合は、速やかに３６０度回転することで違反解消とする。

　 ３－２　ゴールマークと接触した場合は、３６０度回転の後改めてゴ-ルラインを通過すること。

　 ３－３　ロープとの接触で、マークを一時的に移動させてしまった場合はマ-ク接触とみなす。

　 ３－４　本部艇(マーク)と異状接近し、接触防止の為に本部艇乗員より突き放された場合も

接触とみなす。

４、リコール

  ４－１　スタート信号時、艇体装備、乗員の一部でもスタートラインを越えていた場合は、リコール艇とする、但しスタートラインに完全に戻れば違反解消とする。

５、ゼネラルリコール

　 ５－１　リコール艇が多く判別不能、また運営に誤りがあった場合は、ゼネラルリコールとし、再スタートは１０分後とする、

　　５－２　再スタートは、ﾗｳﾝﾄﾞ ｱﾝ ｴﾝﾄﾞを適用とし、再スタート１分前の間に本部艇から見てリミットマークと第１マークの延長線内に居た艇、は入った艇はスタートライン両端の何れかを外回りしてからスタートしなければならない、但しI旗は揚げない。

６、コース短縮、中止、延期
    ６－１　天候､事故､準備等の都合､レ-ス途中での短縮､中止、延期とすることもあり｡                

信号旗は右の通りとする。[短縮・S旗、中止・N旗、事故発生・赤旗、延期・AP旗]

７、エンジン起動等のペナルティー　

７－１　如何なる事情にてもエンジン起動、又は外部の援助を受けた場合は失格であるが、状況により、ゴール直後自己申告すれば１０％タイムペナルティ-にて解消とする。

8､ 抗議・救済

8－１　抗議、又は救済要求する場合は、ゴール時に赤旗掲揚しており、３０分以内に抗議書及び供託金３０００円を本部艇に提出のこと。

8－２　運営者、有識者、関係者にて審問を行い、両者は如何なる結果にも従うこと。

9、その他は、セーリング競技規則、琵琶湖水上安全条令・・等に準じる。　　　
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